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　ＧＡＰ（Good Agricultural Practice）とは、直訳する
と「良い農業のやり方」 で、より良い農業を行ううえ
で守るべき規範のようなものです。農作業の点検、記
録、確認により、農業経営に関わるあらゆる部分を「見
える化」させることによって、農作業の効率化、在庫資
材の削減、農作業事故の減少、従業員の責任感の向上
など、農業経営に様々なメリットをもたらします。 　
　県では、取り組みやすく、重要な項目を網羅した独
自のＧＡＰ規範である「S-GAP」を策定し、さらにそれ
を実践する農場の取組到達度を客観的に評価する｢
S-GAP 農場評価制度｣を設けています。
　S-GAP 農場評価の判断項目が全て｢適｣とされた農
場は｢S-GAP 実践農場｣となります。
　県の評価員が無料で行う農場評価を受けることで、
自己チェックだけでは気づかない農場の良い点や改
善点を明らかにでき、農業経営を見直すきっかけとなるので、ぜひご活用ください。

　比企地域女性農業委員・農地利用最適化推進委員連絡会（大澤会長）は、地域農業の振興発展を
図ることを目的に平成１９年に設立されました。現在会員は比企地域９市町村で委員に登用され
た２５名で、農地制度等の知識の習得や女性の地位向上啓発に取り組んでいます。
　令和４年７月２８日には、令和５年４月に農業委員・農地利用最適化推進委員の任期満了を迎
える東秩父村を役員７名が訪問しました。大澤会長から足立村長に女性委員の積極的な登用をお
願いする要望書が手渡され、今後も女性が活躍できるように活動への支援をお願いしました。
　また、令和５年２月２日には吉見町で研修会を開催し、会員１５名が参加しました。元吉見町農
業委員会会長で本会設立に御尽力された小井川敏子氏の講演や、令和３年度埼玉農業大賞の農業
ベンチャー部門で大賞を受賞した「株式会社横田農園」の視察を行いました。研修会を通じて農業
振興や農業経営への理解が深まるとともに、今後の活動への意識を高めることができました。

　管内には１００ha以上の農地を受益とする基幹的農業水利施設が５０施設あります。これら
の施設の中には老朽化が進行し、更新や補修を必要とする時期を迎えるものが増加しています。
　そのような中で、県ではこれらの施設について、各施設の管理者が毎年度実施している施設評
価に基づいた計画的な補修・更新計画の策定を行っています。
　令和５年度からは新規地区として「川島用水地区（川島町）」が事業採択される見込みです。地域
の営農を支える重要なインフラ施設となっているものの、近年では電気設備やポンプ施設の経年
劣化、耐用年数超過により機能不全に陥る恐れがあることから、計画的に保全対策を実施し、施設
の長寿命化を図っていきます。主に揚水機場のポンプ設備の部品交換や電気設備の更新、ゲート・
除塵設備の部品交換、建屋補修、場内配管更新、パイプラインの弁類補修等を予定しています。

　県内の約７割の農業用ため池が存在する当センター管内では、令和２年に施行された「ため池
特措法」（＊）において、決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設等が存在し、人的被害を与える
おそれのあるため池である「防災重点農業用ため池」１５９か所が指定され、現在、防災対策の推
進を図っています。
　防災対策の必要性についての判断を行うために、地震、豪雨や劣化によるため池の決壊の危険
性の評価を実施し、３つの調査の総合的な評価結果によって対策工事が必要なため池を判定して
います。対策工事が必要と判定されたため池については、施設管理者の意向を踏まえ、緊急性の高
いものから順次、対策工事を実施していく予定です。

東秩父村への女性委員登用の推進
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吉見町での研修会に参加した女性委員のみなさん

。

農業用ため池の防災対策について

農業用用排水施設の長寿命化対策について

S-GAPに取り組み、農業経営を「見える化」しましょう！

比企地域女性農業委員・農地利用最適化推進委員連絡会の取組
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対策が必要なため池 防災対策（耐震化）を実施中のため池 防災対策（耐震化）が完了したため池

設備更新予定のポンプの操作盤

（長楽揚水機場）

部品交換予定の除塵設備

（中山揚水機場）

部品交換予定のポンプ

（梅ノ木古凍揚水機場）

【Ｓ-ＧＡＰ実践農場の事例】
小川町㈱風の丘ファーム（穀物・野菜）

＊　防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法　


